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医療提供体制の基本的方向

病院病床の機能分化　（厚生労働省「医療供給体制の改革に関する検討チーム」）
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手厚い人員配置・標準化・早期リハ
平均在院日数の短縮化
病床数の収れん

急性期の在院日数短縮化に伴い、
発症３ヶ月以内の脳卒中・骨折
等に対して集中的にリハを実施。
今後ニーズは拡大

患者のQOLを重視、
良質な療養環境の提供、
介護職員等の配置

医療保険療養病床：機能の明確化
介護等への転換

介護保険療養病床の整備
介護老人保健施設（転換型老健）

地域ニーズを踏まえた
機能分化

・急性期病院における
　地域医療連携の強化

・在宅支援機能の強化
　（入院中心の医療
　　　　からの転換）
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